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本研究の概要
１．規範意識を高める指導の工夫

 法令遵守

 KY‐T
2. 倫理観を高める指導の工夫

 事例研究

 曖昧事例

3. 年間指導計画の工夫

4. 評価の工夫



発表の概要

0.はじめに

1.本校の概要 研究体制

2.研究内容と取組

3.成果と課題



本校の概要



青森県との県境に位置する県北部の二戸市に
昭和39年開校した。

開校当初は，機械科・電気科・電子科の３科５ク
ラスであったが，現在は機械システム科・電気情
報システム科の２科２クラスとなっている。

進路状況は，多くの生徒が就職を希望するが，
管内・県内の求人が少ないため，就職希望者の7
割は県外へ就職している。
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機械システム科 40 1 38 1 31
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計学　　科 1年 2年 3年



馬仙峡



教育課程



研究体制

取組評価検討委員会

職 員 会 議

教育課程研究指定事業推進会議
研究学科主任（1名）

研究科目担当者 （2名）

教務部

総括 校長

総務 副校長 教務主任

渉外 副校長 事務長 事務主査



年間スケジュール
教育課程研究事業推進会議

事前調査(3年生)

授業研究(1)(3年生17時間（うち7時間実施)）

期末考査・総合評価

事前調査(2年生)・理解度調査(1回目，2年生)

授業研究①(2年生21時間（うち3時間実施））

授業研究(2)(3年生14時間（うち4時間実施））

期末考査・総合評価

授業研究②(2年生21時間（うち3時間実施)）

授業研究(3)(3年生15時間（うち6時間実施））

研究授業Ⅰ

期末考査・総合評価

授業研究③(2年生40時間（うち3時間実施)）

授業研究(4)(3年生24時間（うち6時間実施))

理解度調査(2回目，2年生)

事後調査(2，3年生)

研究のまとめ

４月～６月

７月～９月

10月～11月

12月～2月

平成２２年度



今年度の取組

① 理解度調査(事前・事後)
② 安全管理に関する理解度調査

③ 技術者倫理に関する理解度調査

④ グループワークによる失敗事例学習

⑤ グループワークによる曖昧事例学習

⑥ グループワークによるKY‐T学習

⑦ 長期学習計画

⑧ 評価規準の作成



対象生徒 ： 電気情報システム科

2年生・3年生のうち電気系
科目選択者
(2年生31名，3年生27名)

実施科目 ： 電力技術 単位数：５単位
（２年生３単位，３年生２単位）



研究主題

工業における倫理観や

安全意識を身につけさせる

指導の工夫と改善



規範意識を高める指導の工夫

３年生 ①安全管理に関する理解度調査

②事例研究

③KY―T学習

２年生 ①安全管理に関する理解度調査

②法令に関する理解度調査

③法令学習

④リスクと安全対策

⑤KY－T学習



「安全管理」に関する理解度調査

人



人



％



グループワークの流れ（2，3年生）
グループ編成，アイスブレーキング，役割分担

課題選定

話し合い ワークシートへ記入 発表

クラス全員で考察

まとめ



法令学習（2年生）
本校におけるアルバイト許可届出の提出期限

アルバイト用紙の受け取り

アルバイト先記入欄

保護者所見欄

担任所見，担任印

生徒指導部アルバイト係印

生徒部長印

副校長印

校長印

生徒指導部アルバイト係
（許可証の発行）

担任

生徒



映像を用いた学習（2年生）

「新入社員の安全と健康」
（安全衛生映像研究所制作：
東北電力株式会社盛岡営業
所協力）

「見る」から「見て，書く」へ



KY―T学習（2年生）
夏場の災害事故

グループワーク

実習場所における危険箇
所の特定と対策

制御実習においてのKY－T

発表，考察，まとめ



KY―T学習（２年生）





KY―T学習（3年生）

夏場の災害事例

１グループ3名

グループワーク

発表，考察，まとめ



結果 法令に関する理解度調査

%



工事計画の提出期限に関する理解度

%



「安全管理」に関わる理解度調査

人



人



考察① 前年度との比較





考察② 法令学習について

%

2009（前） 2009（後）2010（前） 2010（後）



ヒヤリ・ハット学習についての提案

•安全の意味について指導する。

•実際の災害事例を示す。
他の学科の災害事例など校内での事例がより効果的。

•ヒヤリ・ハットと関連づけてハインリッヒの法則なども指
導すると効果的。



倫理観を高める指導の工夫

３年生 技術者倫理に関する理解度調査

失敗事例学習

曖昧事例学習

分別学習

２年生 技術者倫理に関する理解度調査



「技術者倫理」に関する理解度調査

人



人



失敗事例学習（3年生）

グループワーク

1班４～６人のグループ編成

図書館や情報端末機器で調査

失敗事例の原因を知る

失敗しないための対策を考える

発表，考察，まとめ



線引き問題

使用済み乾電池の処理の仕方

9名のグループを3班グループワーク

グループワーク

①～⑤の処理の仕方を線引き

発表，考察，まとめ

線引き問題に関する参考資料

「科学技術者の倫理 その考え方と事例」、 Charles E. Harris 他著

（社）日本技術士会訳編、丸善

参考ホームページ

http://www.nuclear.jp/~madarame/rinri_note.html

曖昧事例研究（3年生）





結果



分別学習（3年生）



結 果
技術者倫理に関する理解度調査

人



人



考察 授業後の取組について

15

9

3

わかった いまいち・・・ わからない

人

人



年間指導計画の工夫

① 法令学習中心

② 安全管理意識の深化と発展

③ 教室の外へ出る

④ グループワークの実施



指導計画の具体
２年生

教科指導 授業研究

1期
（4月～6月）

屋内配線

（電気関係法規に係わ
る部分も含む）

・安全に関する理解度調査（事前調査）
・法令に関する理解度調査（事前調査）

2期
（6月～9月）

省エネルギー技術
発電

・夏場に多い災害事故
・実習室における危険箇所と安全対策

3期
（9月～11月）

送電 ・KY－T

4期
（11月～2月）

配電 ・まとめ
・安全管理に関する理解度調査（事後調査）
・法令に関する理解度調査（事後調査）



3年生
教科指導 授業研究

1期
（4月～6月）

電力系統の保護・保安 ・安全管理に関する理解度調査（事前調査）
・技術者倫理に関する理解度調査（事前調査）
・失敗事例
・倫理とは

2期
（6月～9月）

照明と光源 ・夏場に多い災害事故事例
・他科の実習見学
・事例研究

3期
（9月～11月）

各種の電気応用
電気化学（前半）

・曖昧事例

4期
（11月～2月）

電気化学（後半）
電熱と電熱材料

・高校生において必要な倫理観について
・まとめ
・安全管理に関する理解度調査（事後調査）
・技術者倫理に関する理解度調査（事後調査）



評価の工夫

① 評価規準の作成

② 新学習指導要領に沿った評価

③ 観点別評価

④ 自己評価



評価の具体
電力技術　評価　指導者　　　　　

（氏　名）

評価の材料 評価方法

評
価
の
枠
組

関心・意欲・態

度

　電力技術に関する諸問題について関心を持ち、その改善・向上を目指して意欲的に取り組むとともに、創
造的、実践的な態度を身につけている。

行動観察

思考・判断・表

現

　電力技術に関する諸問題の解決を目指して広い視野から自ら考え、適切に判断し,工夫する能力を身につ
けている。

行動観察・自

己評価

技能
　電力の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を身につけ、安全や環境に配慮し実際の仕事を合理
的に計画し、適切に処理するとともにその成果を的確に表現する。

行動観察・自己

評価・ワークシー

ト

評価：評点　Ａ=８０点　Ｂ=７３点　Ｃ=５７点　Ｄ=４５点

知識・理解
　電力の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を身につけ、安全や環境との調和のとれた在り方や
現代社会における電力技術の意義や役割を理解している。

期末考査



（氏　名）

学習のようす

電力技術　自己評価　　　　　

関

心

・

意

欲

・

態

度

授業へ意欲的に取り組むことができたか

　電力系統の保護・保安および安全管理について興味・関心を持って取り組むことができたか

思

考

・

判

断

・

表

現

配布資料やプリントを活用し、学習に活かすことができたか

自分の考えを適切に文章に書き表すことができたか

技

能 　グループ学習などで友達の意見をよく聞き、学習内容の理解や向上のために前向きな意見を発表してきたか

知

識

・

理

解

　学習した内容を整理し、電力系統の保護・保安の設備について理解できたか

　学習した内容を整理し、電力系統の安全管理と（規範意識）の必要性が理解できたか



評価





本研究のまとめ

1. 法令に関する学習と係わりながら規範意識を
高める指導を行うことができた。

2. 曖昧事例を用いて線引き問題が有効である。

3. 境界線を引かせることによって生徒の心の葛
藤を生じさせることも分かった。

4. 年間指導計画を工夫することによって本研究
の指導時間を確保することができた。



まとめ

Ⅰ 安全行動の基本

Ⅱ 安全な状況に適応する力

Ⅲ 安全計画を考える力

Ⅳ 生きるための力

安全行動の階層性（Keskinen,1996）を参考にして・・・

・安全に関する基本
・作業安全
・設備安全

・KY―T
・事例研究
・社会人の基本

・事故や災害が起きない方法
の選択

・他からの圧力
・価値、責任
・動機、感情、仲間



提案

I. 学校内における事例と法令に関する学習方法

II. 規範意識を高める指導方法

III. 進路実態に即した倫理観を高める指導の工夫

IV. 技術者倫理を確実に身につけさせる指導方法

V. 倫理観を高める指導後の評価方法


